
2014年12月13日（土）9：30̶18：00・14日（日）10：00̶17：00
東京大学医科学研究所 大講堂

［目的］
　医療は医学を中心としたいくつか
の社会のシステムを包含するため、
医療現場における諸問題を解決する
ためには、医学関係のみならず政策、
メディア、教育、等の異なる分野の
有機的な連携が必須である。
　本シンポジウムでは、医療現場に
おける問題事例を取り上げ、医療現
場の主人公である患者とそれを直接
支える医療スタッフたちが、現場の
視点から具体的な問題提起を行い、
その適切な解決策を議論する機会と
場を創出することを目的とする。
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現場からの医療改革推進協議会
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